
真
心
で
供
養

仏
縁
を
大
切
に

人
生
に
は
、
良
き
出
逢
い
が
大
切
で
す
。

ご
先
祖
様
の
お
供
養
も
良
き
出
逢
い
が
大
切
で
す
。

真

心

で

供

養

い

た

し

ま

す

。

阿

弥

陀

寺

の

由

来

阿
弥
陀
寺
は
、
光
照
山
、
護
国
院
阿
弥
陀
寺
と
号
し
山
内
の
観
音
堂
後
方
の
自
然
石
に
慶
長
１
２
年
（1607

）
刻

銘
の
六
字
名
号
が
有
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
よ
り
安
土
桃
山
時
代
末
か
ら
江
戸
時
代
初
期
の
慶
長
１
２
年
に
、
開
山
上

人
、
一
譽
無
三
上
人
に
よ
り
創
建
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

本
堂
は
宝
永
２
年
に
火
災
に
よ
り
焼
失
、
翌
年
、

宝
永
３
年
（1706
）
の
再
建
で
す
。
庫
裏
は
、
消
失
を
免
れ
、
当
時
の
江
戸
初
期
の
造
立
で
す
。
元
は
、
東
京
芝
の

増
上
寺
末
で
し
た
が
、
宝
暦
６
年
（1756

）
に
、
知
恩
院
末
と
な
り
総
本
山
知
恩
院
よ
り
中
本
山
の
地
位
を
与
え
ら

れ
現
在
末
寺
４
ヶ
寺
を
擁
し
て
い
ま
す
。

ご
本
尊
は
、
阿
弥
陀
如
来
三
尊
坐
像
（
平
安
時
代
）、
本
堂
の
南
側
の

観
音
堂
に
は
、
檜
一
木
造
り
十
一
面
観
音
立
像
（
平
安
時
代
後
期
の
作
）
を
安
置
・
庫
裏
は
江
戸
時
代
初
期
の
造
立

で
す
。

本堂内部

本堂・客殿は冷暖房完備し、四季折々の
花が咲く庭園もあります。駐車場も完備
しておりますので、ご法要にお使いくだ
さい。

庭 園

客 殿

年
間
行
事

・
御
忌
・
涅
槃
会
法
要

二
月
中
旬

・
春
季
彼
岸
法
要

三
月
の
春
分
の
日
の
前
日

・
大
施
餓
鬼
会
法
要

八
月
一
日

・
お
盆
棚
行
参
り

八
月
初
旬
か
ら
八
月
十
五
日
ま
で

・
秋
季
彼
岸
法
要

九
月
の
秋
分
の
日
の
前
日

・
仏
名
・
成
道
会
法
要
十
二
月
初
旬

・
除
夜
の
鐘

十
二
月
三
十
一
日
十
一
時
四
十
五
分
よ
り

納骨堂のご案内
阿弥陀寺は古来より宗旨宗派を問わず
各宗納骨を承っています。

水 子 地 蔵 尊

鐘 楼

各
宗
納
骨
所



お
骨
も
お
預
か
り
で
き
ま
す

阿
弥
陀
寺
境
内
に
墓
地
あ
り
ま
す

阿
弥
陀
寺
が
真
心
込
め
て

ご
供
養
い
た
し
ま
す

動
物
供
養
塔

本 堂 内 お 骨 預 か り 所

新規境内墓地分譲中

いつかまたあおうね
☆新設☆境内の一角に動物供
養塔（合葬又は供養壇で納骨)
を新設いたしました。

近鉄 橿 原神 宮 前よ り南へ
吉野線に沿って徒歩８分
R169 見瀬の信号を西へ
近鉄吉野線の踏切を渡
り線路 沿い に南へ 150 ㍍
駐車場 お寺の南側

光照山
浄土宗 阿弥陀寺護国院

第 30 世 住職 藤井法空
〒 634-0064 橿原市見瀬町 333 番地
℡ 0744- 27- 3278 FAX 0744-40-7600

mail info@kamidaji.com
http://kamidaji.com/

ア
ク
セ
ス
ガ
イ
ド

光照山 護国院
あ み だ じ

阿 弥 陀 寺
AMIDA TEMPLE

各宗納骨永代供養の寺

http://kamidaji.com/

